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論文内容  
（研究の背景と目的）発話の⼀要素を担っていたものが、反応詞（response）（Biber et al. 1999: 
551; Quirk et al. 1985: 628 Note）のように単独で⽤いられる場合がある。その語のみで（ある
いはいくつかの要素がコロケーションを成して）発話全体を担うような使⽤である。本研究
の背景には、こうした⽤法がなぜ⽣じるのか、新たに獲得される語⽤論的機能は何かといっ
た問いがある。本論⽂では、発話頭で譲歩標識として使⽤されていた英語の stillが独⽴して
（stand-alone）使⽤される例に着⽬し、その検証を⾏う。最後に、分析結果や先⾏研究を踏ま
え、独⽴要素ならではの働きについて考察する。 

（研究方法）主要なデータソースとして、The Corpus of Historical American English 1820-2019
と The Corpus of American Soap Operas 2001-2012を使⽤する。さらに、現代のアメリカドラマ
や CALL FRIEND Englishコーパス（TalkBank）からの事例も適宜使⽤する。質的分析（事例
の談話分析）と量的分析・統計処理を相補的に組み合わせる。 

（結果）独⽴して使⽤される stillには、4つの際⽴った機能が観察された。⑴再主張、⑵先取
り（preemption）（相互⾏為上優先すべき事柄が⽣じたために、先⼿で対⽴的⽴場を表明して
おく）、⑶感情表出（悔やみ・⾟さ・不満など）、⑷（⾃然な軌道からやや外れる）焦点移⾏
である。Still の独⽴⽤法は、もともと譲歩を表す発話頭 still が持っていた「後続部を投射す
る」、「backward contradictionを⽰す」、「話者の主観性（表出的意味）を表す」といった特性が
新しいコミュニケーション⽬的へと応⽤され⽣じた戦略的な拡張⽤法であり、現代英語以降
の近い時代において発達してきたことがわかった。 

（考察）⽇本語「でも。」にも、独⽴して使⽤される stillと同じ働きを持つ事例が⾒られる。
また、英語の so は、話者が聞き⼿の⾏為を促す（prompt）際に⽤いられ（Raymond 2004）、
フランス語 enfin の独⽴使⽤にも同様の働きがある（Mais enfin? ‘Well?’）（Hansen 2005）。Enfin
はさらに、苛⽴ち・不満・満⾜・安堵といった感情を表す（ibid.）。Brinton（2014）は、感嘆
の As if!が歴史的に後期に⽣じた⽤法であることを明らかにしている。これらの知⾒を踏まえ
ると、独⽴要素ならではの共通した働きや発達の⽅向性があるように思われる。この追究は
今後の課題としたい。 
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